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国立大学法人兵庫教育大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 3,619 3,660 41 （注１）

施設整備費補助金 132 118 △ 14 （注２）

補助金等収入 -                    1 1 （注３）

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 22 22 -                    

自己収入 1,044 1,057 13

授業料、入学料及び検定料収入 928 917 △ 11 （注４）

雑収入 116 140 24 （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 132 94 △ 38 （注６）

積立金取崩 50 35 △ 15 （注７）

計 4,999 4,987 △ 12

 支出

業務費 4,713 4,643 △ 70

教育研究経費 4,713 4,643 △ 70 （注８）

施設整備費 154 140 △ 14 （注９）

補助金等 -                    1 1 （注１０）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 132 86 △ 46 （注１１）

計 4,999 4,870 △ 129

収入－支出 -                    117 117

○予算と決算の差異について

（注３）補助金等収入については，当初予算段階で予定していなかった教員講習開設事業費等補助金をはじめと
　　　する各種補助金の交付を受けたことにより，予算額に比して決算額が１百万円多額となっております。

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については，受託事業費，民間等からの寄附金の獲得に努めたた
　　　め，予算額に比して決算額が５百万円多額となりましたが，予算額に前年度からの繰越額４３百万円を含
　　　めているため,予算額に比して３８百万円少額となっております。

（注１）運営費交付金については，前期末の特殊要因経費を繰り越したこと及び当初予算では措置されていなか
　　　った「年俸制導入促進費」が追加交付されたことにより，予算額に比して決算額が４１百万円多額となっ
　　　ております。

（注１１）（注６）に示した理由等により，予算額に比して決算額が４６百万円少額となっています。なお，決
　　　算額には，前年度からの繰越額等が含まれております。

（注５）雑収入については，主として免許状更新講習料収入や保育料(学童保育)収入並びに施設の一時貸出手数
　　　料の増加等により，予算額に比して決算額が２４百万円多額となっております。

（注１０）（注３）に示した理由等により，予算額に比して決算額が１百万円多額となっています。

（注８）業務費については，経費の節減に努めたことによる執行額の減少及び授業料免除対象者の減少等により，
　　　予算額に比して決算額が７０百万円少額となっております。

（注４）授業料，入学料及び検定料収入については，休学者の増加等により授業料の収納額が見込額を下回った
　　　ことにより予算額に比して決算額が１１百万円少額となっております。

（注２）施設整備費補助金については，平成２９年度に交付決定を受けた後に事業の計画変更があったため，
      施設整備費補助金の予算が減となったことにより，予算額に比して決算額が１４百万円少額となっており
　　　ます。

（注９）（注２）に示した理由等により，予算金額に比して決算金額が１４百万円少額となっています。

（注７）目的積立金取崩については，予算段階で予定していた事業の内容に変更があったことにより，予算額に
　　　比して決算額が１５百万円少額となっております。

平成３０年度　決算報告書

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考


